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純正置き換えタイプ エキゾーストマニホールド

取扱説明書

お願い
この度は、弊社製品をお買いあげいただき、誠にありがとうございます。

、 。★この取扱説明書は製品を使用する際と 自動車に装着する際の注意事項が詳しく記載してあります
よくお読みになって、正しくお使いください。

★本書は、いつでも取り出して読めるように車内に大切に保管しておいてください。

・本製品は下記に示す車両のみ取付可能です。
万が一お車と本製品の型式等が異なる場合は、速やかにお買いあげの販売店にご連絡ください。

製品名称 純正置き換えタイプエキゾーストマニホールド

車名 スバル インプレッサ

車両型式 Ｅ－ＧＣ８・ＧＦ－ＧＣ８・ＧＨ－ＧＤＢ

年式 Ｅ－ＧＣ８ ９６／９ ～ ９７／９
ＧＦ－ＧＣ８ ９８／９ ～ ００／９
ＧＨ－ＧＤＢ ００／１０～ ０２／１０

ｴﾝｼﾞﾝ型式 ＥＪ２０

製品番号 １４１９－ＲＦ００１

備考 ・ＨＫＳオイルクーラー併用不可

取扱説明書を先に読んでから作業を行ってください。
本書はご使用前に必ずお読みください。

.Pursuing theUltimate in Engine Performance and Efficiency
.HKS CompanyLimited
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★この製品は下記リストの部品、付属品で構成されています。不足や不具合がある場合は、お買上の
　販売店までご連絡下さい。
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（１）ご使用の前に必ずお読みください。

安全上の注意
弊社の「取扱説明書」には、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ本製品を安●

全にお使いいただくために、守っていただきたい事項を示しています。
その表示と図記号の意味は次のようになっています。内容をよく理解してから、本文をお読みくだ
さい。

本文中のマーク説明（表示と図記号）

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想警告
定される危険な状況を示します。

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が軽傷または中程度の傷害を負う可注意
能性が想定される危険な状況、及び物質損害の発生のみが想定される状況を示しま
す。

この表示を無視して誤った取扱いをすると、本商品の本来の性能を発揮できなかっお願い
たり、故障する内容及び利用できない機能や事項などの内容を示します。

●自動車のエキゾーストマニホールドやマフラーの交換は本来、設備の整った自動警告
車整備工場で、専門の教育を受けた整備士がおこなうべき危険な作業です。専門
外のお客様が作業すると怪我や火傷の可能性があって危険です。

一酸化炭素中毒防止

●エンジンをアイドリングしたまま、休憩や仮眠をすると排気ガスによる一酸化炭警告
素中毒の危険があります。
必ずエンジンを停止してください。

●排気ガスには有毒な成分が含まれています。締め切った車庫や倉庫の中などでエ
ンジンを動かし続けると、一酸化炭素中毒の危険があります。必ずエンジンを停
止してください。
風向きにも注意してください。

触れると火傷

●エキゾーストマニホールド、触媒コンバーターは特に高温になっていて触ると大警告
火傷の恐れがあります。

●エンジンが動いている時あるいはエンジンを停止した後はエキゾーストマニホー
ルド、エキゾーストパイプ、触媒、マフラーは高温になっています。特に後端の
テールパイプの部分は自動車の外に露出していて触れやすいので、気をつけてく
ださい。
触ると火傷の危険があります。

●お子様には特に注意してください。またトランクから荷物を出し入れするとき衣
服がテールパイプに触れると焦げたり溶けたりする事があります。停車、駐車す
る際には周囲に気をつけてください。
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●エキゾーストマニホールドなどにオイルやブレーキ液をこぼすと火災の恐れもあ警告
ります。

●弊社のマフラーを装着すると排気効率が改善され、自動車の性能が向上する事が
あります。ブレーキ整備を完璧にして、自動車の制動能力を確認してから、安全
に運転してください。

●自動車の排気関係の部品は正しい取扱いをしても、自動車の使用状況や排気ガス
の有害成分で消音性能が劣化したり、製品が腐食して穴があくことがあります。
このような場合は速やかに販売店や整備会社に相談していただき、製品本来の性
能が失われていたら弊社の製品に交換してください。
腐食を放置すると排気ガスが車体の下部などに漏れて火災の危険があると同時
に、整備不良車運行で運転者が罰せられることがあります。

●自動車の安全な整備はドライバーの法定責任です。定期点検整備は安全性と公害
防止をはかる上で必要不可欠です。日常の点検はもとより定期点検や定期部品交
換は、必ず実施してください。

●マフラー交換は自動車の床下作業が多いので持ち上げた自動車が不安定な状態で
作業すると危険です。
自動車作業専用リフトを使用して、安全に作業してください。
『２柱式リフトをお薦めします 』。
やむを得ずガレージジャッキを使用する場合は、必ずリジットラック（うま、安
全スタンド）を併用して安全に作業してください。

●排気関係の部品は熱いので触ると火傷します。必ず、冷えてから作業してくださ
い。
手の火傷を防ぐために作業用の手袋を着用してください。

●排気関係の部品は錆びてボルトやナットがゆるみにくいことがあります。スプレ警告
ー式などの浸透性潤滑油を使用し、適正な工具を使用して無理のない作業を行っ
てください。
特に手の怪我を防ぐために作業用の手袋を着用してください。

、 、注意 ●弊社のエキゾーストマニホールドは耐久性を考慮して 厳選された材料を使用し
厳重な社内品質管理のもとに製造されていますが、自動車の使用条件が悪いと思
ったより早く腐食して穴があくことがあります。また、石などと接触し、破損し
て穴があくこともあります。いずれも排気ガス漏れの原因となりますので充分に
注意してください。

●取り外したノーマルのエキゾーストマニホールドを保管する場合は、出来るだけ
短く分解して横置きで保管してください。長いまま立てかけて保管すると倒れて
危険です。

●自動車の排気部品は高温になります。枯れ草などの燃えやすいものの上にエンジ
ンを動かしたまま、または停止直後に停車や駐車すると火災の危険があります。
必ず自動車の下に燃えやすい物がないことを確認してから停車、駐車してくださ
い。
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Thisproductisdesignedforusein Japanonly
It must not be usedinanyothercountry

★製品に関してのお問い合わせは、お買上の販売店にお願いいたします。
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取付を行う前に必ずお読みください。

（４）組付法

作業中の怪我・火傷 装着作業は専門の整備工場などに依頼してください。警告

【 １）ご使用の前に】を充分に理解した上で実施してください。（

作業前に必ずお読みください。

●作業の前に念のため、自動車と製品が間違いなく適合するか？お願い
車検証を確認してください。

●ノーマルパーツの取外し作業は自動車メーカーの作業手順どおり作業してくださ
い。

●ノーマルパーツと弊社製品の作業手順が異なる場合があります。その場合は本書
に記載された作業手順をよく読んで、理解してから作業してください。

【 １）ご使用の前に】を充分に理解した上で実施してください。（

、 、 。お願い ●製品を装着前および装着の際に 落としたり 強い衝撃をあたえないでください
装着不良で排気ガス漏れや故障の原因になることがありますので注意してくださ
い。

●フロントパイプ、マフラー触媒等をノーマルパーツ以外のものと交換している場
、 、 、合 弊社のエキゾーストマニホールドとの組合せで 排気効率が著しく改善され

自動車の性能が向上し、場合によってはエンジン等の破損につながることがあり
ます。事前に、販売店等に相談した上で、正しくお使いください。

★作業者の方へお願い

●作業が終了しましたら、本取扱説明書は必ずお客様に返却してください。警告

●取外したノーマルのエキゾーストマニホールドを保管する場合は、出来るだけ短注意
く分解して横置きで保管していただくよう、お客様に指導してください。
長いまま立てかけて保管すると倒れて危険です。

★作業の際に必ず下記の点検をしてください。
●ノーマルのホース類等に割れ、ひびなどの劣化が生じていたら、ノーマルの新品に交換してくだ

さい。

●エキゾーストマニホールド付近は高温になる為、ホース類の劣化によるオイル漏警告
れ等は火災の原因となる恐れがあります。

●再使用するノーマルのガスケットも十分に点検して、不良の場合はノーマルの新品に交換してく
ださい。

●エキゾーストマニホールド周辺は高温になるので、付属のサーモテープで万全の遮熱対策をして
ください。

●遮熱対策を怠ると熱影響により、ホースの破損や電気部品の故障の原因となるば警告
かりか、車両火災の原因にもなりますので、注意してください。
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ノーマルパーツ取外し

本書は取付けを行なう前に必ず読み、よく理解したうえで作業を行なってください。
ノーマルパーツの取付け、取外しはメーカー発行の整備要領書と本書を併用して、作業を行ってくだ
さい。
整備書がお手元に無い場合は、新たに購入してください。

●本製品の誤使用は、絶対行なわないでください。注意
・誤使用したことにより異物がタービン内に入り、最悪の場合エンジンが壊れる

恐れがあります。本来の性能を損なう恐れがあります。
●作業を始める前にエンジンルーム内の各部品の温度が約４０℃位（手で触れて熱

くない程度）に下がっていることを確認してください。
・火傷をする恐れがあります。

●ホース・コア等に異物が入らないようにウエス等をかけておいてください。
・異物がエンジン内部に入りエンジンが破損する恐れがあります。

●ケーブルターミナルをバッテリの警告
マイナス端子から外してから作業を
行なってください。
感電、又はショートによる車両破損が
おきる可能性があります。
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組付作業手順

１「エキゾーストマニホールドの組付け」
（１）エキゾーストマニホールドを取付ける車両がＧＣ８の場合は、エキゾーストマニホールドのセ

ンサーボスにプラグボルトを取付けてください。

（２）エンジン側から出ているスタッドボルトに付属のガスケットをはめておいてください。

（３）エキゾーストマニホールドを正規の位置に合わせてヘッドフランジをはめ、純正のナットを取
付けて図１の順で仮締付けしておいてください。

（４）エキゾーストマニホールドとジョイントパイプの間に付属のガスケット（φ５２）を挟み、純
正のボルトとナットを取付けて仮締付けしておいてください。

（５）エキゾーストマニホールド、ジョイントパイプ、マフラー等の位置関係やエンジンルーム、自
動車の床、その他の周辺部品とのクリアランスおよびフランジ間のガスケットのずれを確認し
ながら、仮締付けしてあったボルトとナットを指定トルクで図１の順に締付けてください。各
部のクリアランス不足を放置すると異常な音が出たり、樹脂部品や電気部品等が熱で溶けるこ
とがあります。

締付けトルク Ｔ＝２９．４～３９．２Ｎ・ｍ
（Ｔ＝３．０～４．０㎏ｆ・ｍ）

（６）エキゾーストマニホールドを取付ける車両がＧＨ－ＧＤＢの場合は、エキゾーストマニホール
ドに付いているセンサーボスに、純正のＯ センサーを取付けてください。２

（７）テールパイプと自動車のバンパ位置関係、クリアランスを確認してください。
不具合があったら、最初から締め直してください。クリアランス不足を放置すると異常な音が
出たり、樹脂バンパの場合熱で溶けることがあります。
※エキゾーストマニホールドを取付ける車両がＧＨ－ＧＤＢの場合、下図の丸印において車両

誤差によりクリアランスが狭くなることがあるため、必要に応じて加工を施してください。
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２「ノーマルパーツの組付け、遮熱」
（１）エキゾーストマニホールド周辺の電気配線やエアコンホース等のホース類や電気部品やブレー

キパイプ等を、付属のサーモテープで遮熱してください。遮熱対策を怠ると、熱影響によりホ
ースの破れや電気部品の故障の原因となるばかりか、車両火災の原因にもなりますので、確実
に実施してください。
＜ＧＣ８の電気配線の処理＞

エキゾーストマニホールドを取付けると図２のように、電気配線とエキゾーストマニホール
のクリアランスがとれないため、図３のようにタイラップ等を用いてクリアランスがとれる
ようにしてください。

図２

図３

（２）エキゾーストマニホールドを取付ける車両がＥ－ＧＣ８（年式９６／９～９７／９）の場合は
アンダーカバーとエキゾーストマニホールドが接触しないように図３のＡの部分を切取ってく
ださい。

（３）電気配線（図３－Ｂの部分）を付属のサーモテープで遮熱してください。
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「装着状態の確認」３
（１）全体の本組付が完了したら、もう一度各部にゆるみやガタがないか、クリアランスはとれてい

るかを確認してください。
（２）ホースクランプ等が正規の位置に確実に取付けられているか確認してください。
（３）エンジンを始動して、各フランジからの排気もれやエアもれ、各部の異常音を点検してくださ

い。エンジンオイル、冷却水や燃料の漏れがないか確認してください。

●ボルト・ナット類は適切な工具で確実に締付けてください。注意
必要以上に締付けを行なうと、ボルト類のねじ部が破損します。

●パイプとホースの連結部分にはオイルが付着しないように注意してください。
オイルが付着した場合は、ウエスで拭きとってください。
過給圧が上がったときにパイプが抜ける恐れがあります。

●取付け作業のため一時的に取外すノーマルパーツは破損又は紛失しないように保
管してください。
又、ノーマルパーツを取付ける際間違えて取付けないように、取外すノーマルパ
ーツにはマーキングをしてください。

●オイルを補充する際には、その車両に応じたオイルを使用してください。
●ＧＦ－ＧＣ８（年式９８／９～００／９ 、ＧＨ－ＧＤＢでアンダーカバーを装）

着している車両はアンダーカバーを取り外した状態で使用してください。

●ＧＦ－ＧＣ８（年式９８／９～００／９ 、ＧＨ－ＧＤＢでアンダーカバーを装警告 ）
着している車両は、アンダーカバーを取り外した状態で使用してください。これ
を怠ると、車両火災の原因にもなりますので、注意してください。

組付図
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（５）取付後の確認
始動直後は回転を上げないようにしてください （アイドリング運転）。

始動前 始動後 停止後 走行

パイプ・ホース類の配管がまちがっていないか。 □

ホースにねじれや過度の曲げがないか。 □

ホースバンドが確実に締まっているか。 □

ボルト・ナット類が確実に締まっているか。 □ □

取付けた部品が他の部品と干渉していないか。 □ □

取付けた部品がしっかり固定されているか。 □ □

バッテリのマイナス端子にケーブルターミナルが確実に □
取付けられているか。

エンジンオイルがレベルゲージのＨ（Ｆ）～Ｌの間にあるか。 □ □

各部からエアがもれていないか。 □ □ □

各部からオイル・冷却水・燃料もれはないか。 □ □ □

軽く空吹かしを２、３度行ない排気ガスがもれていないか。 □ □

部品による干渉音がないか。 □ □

取り付けた部品が正常に作動しているか （目視及び計器類によ □ □。
る確認）

設定過給圧になっているか。 □

各部確認終了後、バンパ及びアンダーカバーを取外して作業していた場合には、元通りに取付け
てください。
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